
岩手医科大学整形外科教室
同門会（折肱会）の歴史

駒ヶ嶺リウマチ整形外科クリニック

駒ケ嶺 正隆



昭和２３年4月1日（１９３５年） 岩手医科大学整形外科教室 開講
初代教授 三木威勇治 先生（１９３５.４.１１～１９３７.１.１７）

①岩手医大（１０代）
②慶応義塾大学整形外科、京都大学整形外科（８代）
③東京大学、九州大学、日本大学・・・（７代）

初代東北大学整形外科教授
（１９４２.４.１０～１９４９.３.３１）

３代目東京大学整形外科教授
（ １９４９.４.１～１９６５.３.３１）

１０代目教授 土井田稔 先生



１９５６年４月１４日～１９８５年３月３１日
教授退官後２代目同門会会長に就任

同年１９８５年 同門会誌発行（第１号）

岩手医科大学整形外科教室同門会
初代会長 菊池正三 先生（国立鳴子病院院長）

７代目教授 猪狩 忠先生



１９８８年
岩手医科大学整形外科教室
同門会を別称 折肱会と命名

表紙題字の由来
王陽明

１４７２～１５２９ 中国明代の思想家
医 折肱 病理

医者は一度肱を折りなさい
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岩手医科大学校歌

中国の紀元前（ＢＳ７７０～ＢＳ２２１）の５５０年
春秋戦国時代 春秋左氏伝（中国古典）

三度肱折る法のあと
土井晩翠作詞

三度肘を折って良医となる



三度、肘を折り良医になってほしい




